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業に関連した学習、予習・復習、それから卒業論
文、卒業研究とか卒業実験というものがあります。
更に自主的な活動をする学生は、例えば資格取得
のための勉強をし、更に積極的に読書などをする
学生もいるでしょう。また、サークルやアルバイ
トなども経験をするという意味において重要な活
動といえるかもしれません。

こう分類しておいて、そのそれぞれに学生がど
の程度時間をかけているのか調査結果をみてみま
した。近年、日本の学生の授業の出席率は高まっ
てきておりますが、ただ、教員は学生に対して授
業に関連した学習、予習・復習をあまり要求して
おりません。それは、卒業論文、卒業研究、卒業
実験の準備等で勉強を十分にやるから大丈夫であ
ると、一般的には考えられております。同時に、
大学生は自主的に勉強すべきものだと思われてお
ります。サークルやアルバイト活動の経験も勉強
のきっかけになると暗黙のうちに解釈されており
ます。これが実際にどの程度事実であるのかです。

私どもが行った約４万８千人の日本の大学生を
対象とした調査の結果では、１日に授業に出席し
ているのが約３時間、授業関連の学習は約１時間、
卒業論文等に費やす時間は４年間の平均ですが約
０．７時間で、思ったよりはるかに少ないのが現
実です。少なくとも自律的学習を補ってはいませ
ん。読書等も非常に少ないです。一方で、アルバ
イトやサークル活動に費やす時間が非常に大きく
約３時間です。こうしてみますと、日本の学生は
フルタイムの学生とはいえないのではないかと思
います。直接の学習は１日の活動時間８．２時間
のうち約半分しかありません。特に重要なのは、
自律的学習時間で１．７時間と非常に少ないとい
うことです。

日本はアメリカから単位制を導入しましたが、
単位制はどうやってでき上がっているかという
と、大学設置基準によると、計１２４単位を卒業
要件としており、１単位修得するには、授業１時

間とその授業に関連する学習時間２時間が建前上
要件となっております。これは、決して恣意的に
できているのではなくて、計算してみると、４年
間で１２４単位修得するためには、授業に参加す
るか、あるいは、授業時間外で学習するかで 1日
８時間勉強しないといけないことになります。そ
れがフルタイムの学生、大学教育の定義です。
１２４単位の修得が卒業要件であることを形式的
には導入しましたが、ほとんど達成されていない
というのが日本の大学教育の実態です。ついでな
がら、ヨーロッパの大学も単位制に移行しており
まして、基本的には１日８時間の学習を前提にし
て卒業できる計算になっております。

授業・実験への出席と自律的学習を分けて、更
に専門分野別にみてみますと、保健家政教育、特
に保健分野で授業への出席時間が長いのですが、
これは実は大学設置基準の設定と大きく差はあり
ません。最近の学生は１０年前に比べれば授業に
よく出席するようになりましたが、自律的な学習
時間は非常に少ないといえます。理工系はそれな
りに実験等への出席が確認できますが、それでも
自律的学習の時間は大学設置基準の３分の２程度
です。人文社会系においては自律的学習時間は大
学設置基準の３分の１程度とかなり少ないことが
分かります。アメリカと比べると歴然ですが、１
週間の授業関連の学習時間は、日本の大学生は５
時間以下が６割もおり、アメリカではそれが２割
しかいないという状況で、非常に大きな格差があ
ります。これは、先ほど申し上げたとおり、アメ
リカ型の統制モデルの教育と日本型の教育の違い
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で、日本の大学教育は単位制だけはアメリカと一
緒ですが、基本的な理念において、学生を規制す
る教育ではないことが反映されていると思いま
す。

しかも、これは大学の選抜性とあまり関係はあ
りません。一般的に選抜性の低い大学の学生は勉
強しない、選抜性の高い大学は勉強すると思われ
ておりますが、実はほとんど関係ありません。東
京大学の学生は、全国平均より少しこの数値が高
くなっておりますが、あまり大きな差ではありま
せん。選抜性の高い大学は学生の素質は高いかも
しれませんが、一方で、学生の自由に任せるとい
う考え方がかなり強く、結果として実際には勉強
はしていないわけです。

このように日本型の学習の特徴というのは、自
律的な学習時間が少ない、授業に関連して勉強を
している時間が少ないといえます。確かに、勉強
をある程度はしている学生はおりますが、それは
卒業論文、卒業研究などに４年生で集中している
わけです。しかし、本来卒業論文、卒業研究でや
るべきことは、１年生から３年生までの積み重ね
がなければ、実は難しいことなのだろうと思いま
す。学生の一定の能力を前提にすることもできな
くなっており、やはり、１年生から３年生までの
積み上げが必要になってまいります。先ほど申し
上げたとおり、ゼミナールや研究室の活動は講義
を補うと思われていますが、実はこれが自律的な
学習時間に結びついているとはいえません。私自
身の経験でも率直に感じますのは、ゼミナールは
比較的楽なわけです。学生の議論、発言が中心に
なっていて、教員は聞いていればよい。日本の大
学の教員は担当科目数が非常に多いのですが、ひ
とつ気が付きますのは、大規模授業が多いという
のも事実であるものの、結構ゼミナールを担当し
ていて、それに時間を費やしているのだろうと思
われます。しかし、それが自律的な学習時間を導
き出すという結果には繋がっていないというのが
実情かと思います。それは日本的なゼミナールの

あり方が学生の学習を積極的に導き出すものでは
ない。そうした点を含めて、授業と自律的な学習
を結びつけるにはどうしたら可能なのかというこ
とがこれから問われていることだと思います。

次はなぜ自律的学習が必要なのかという点で
す。これは先進国共通の課題ですが、学生が何に
対しどのようにして学習意欲を持つのかというこ
とが非常に大きな問題となっております。学生の
大学教育に対する見方、態度、接し方には、２つ
軸があると考えます。ひとつは、自分が何をした
いのかということです。自己認識といいますか、
自分が将来何をしたいのか、どの程度はっきりし
ているのかということです。もう一方は、自分が
やりたいことと大学が教えようとしていることが
どの程度一致しているのかということです。この
ように２つ軸を設定しますと、４つの領域、タイ
プができます。

ひとつは「高同調型」で、自分がやりたいこと
がはっきりしていて、それと大学で教えているこ
ととうまくマッチングしているタイプです。２つ
目は「独立型」といって自分のやりたいことは決
まっているが、大学で教えていることと関係がな
いというタイプです。大学教育には期待していな
いということかもしれません。東京大学で授業に
関する調査をしましたら、自由回答で、このよう
な調査をやるということは、大学は授業を厳格化
しようとしているのであろう、そうであるなら迷
惑な話で、大学で教えることは大体限られている
のだから自分で勉強する、放っておいてほしいと
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いうようなことを書いた学生がおりました。少し
前はこういった学生が多かったと思います。しか
し、こういった学生が本当に勉強しているかとい
えば決してそうとはいえません。読書量も非常に
限られております。いずれにせよ昨今はこのタイ
プは減ってきております。

もうひとつのタイプは、自分がやりたいことは
分からないが、大学の教育でそれを見つけるきっ
かけにしたいという「受容型」です。このタイプ
はだんだん増えてきていると思います。最後に「疎
外型」です。自分は何をしたいか分からない、同
時に大学での教育がそれに関係しているとも思え
ないというタイプです。これにも実はかなり多く
の学生が属していると思います。

学生をこのような基準で分類してみて、それぞ
れがどの程度学習時間を持っているかをみてみま
すと、かなり大きな関連があることが分かります。
それから、このような意欲が自分がどのような能
力を持っているかの自己評価にも繋がるというこ
とも重要な点だと思います。また、このことは、
専門分野によってその傾向はかなり違いますが、
国公立と私立とではほとんど違いがありません。
選抜性による差も非常に少ないです。保健・家政
といった健康関連の学部というのはかなり特殊
で、将来の職業と大学での教育が一致しており、
この場合は大学に入学する時点で一致している学
生が多い。そのためにこのような学部では高同調
型の学生がかなり多いです。ただしこれは日本の
大学生の約１割に止まります。理工農系、人文社

会、教育、芸術分野は、疎外型、需要型が多いの
ですが、驚いたのは、理工系でも自分が何をした
いのかわからない、大学の教育が自分のやりたい
ことと関連していると思っていないという学生が
多いことです。それから、本日データでお示しし
ておりませんが、大学入学の頃は大学教育に期待
しており、年次が上がるごとに高同調型に転化し
ていくかというと必ずしもそうではなく、むしろ、
疎外型に転化していくということです。入学時点
より卒業時点の方が疎外型が多い。自分が何をし
たらよいか分からない、しかも、大学教育とどう
関連しているのか自覚できない、こういうタイプ
の学生が増えております。そういう意味で大学教
育は失敗しているといえます。卒業時でもこのよ
うな学生は２割程度はいるわけで、少なくともこ
のような学生に対しては失敗しているといえま
す。

次に、大学教育と仕事の点について話をしたい
と思います。大学教育について、大学を卒業した
約２万３千人の社会人に対するアンケート調査を
行いましたが、大学・大学院時代の専門知識・技
能を活かしてきたかについて、「よくあてはまる」
と回答した学生は、技術職で１６％、事務営業系
では３％に過ぎず、「ある程度あてはまる」を含
め２８％です。あとは直接には役に立っていない
という回答です。大卒専門職というのは心理・保
健系のことを指し総体の約１割を占めますが、こ
れらの社会人はある程度大学で習った専門知識・
技能を仕事に活かしていることが分かります。し
かし、残りの９割については、活かしているとは
思っていないわけです。

それでは、今の大学卒業生に対して採用する側
の企業はどうみているかについてですが、読み書
き能力、論理性、対人関係能力、こういったもの
は必要であるとよくいわれております。最近の大
学卒業生をどう評価するかということですが、人
事担当者によってはこれらの能力等が「非常に不
足」しているとしておりますが、全体としてみれ
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ば半々であります。これは、要求水準が低いのか
もしれません。一番「非常に不足している」とし
ているのは、人格的な成熟度であります。これに
関しては「やや不足」、「非常に不足」を合わせま
すと約７割を占めることになります。ここに大き
な問題があるようです。

それでは、どういった大学教育が必要かという
ことですが、専門の基礎となる知識や考え方を確
実に身に付けさせることが重要であるといってい
る社会人が非常に多い。あとは賛否は混在するの
ですが、共通しているのは確実に知識を身に付け
させる、それを通じて人格的成長を行うというこ
とがおそらく要求されているのであろうと思いま
す。そういった意味で、職業と大学教育との関係
をもう一度作り直し改善する必要があるのではな
いかと考えております。この場合、ひとつは専門
的知識や職業を媒介する考え方があります。もう
ひとつは、最近よくいわれるコンピテンス、コミュ
ニケーション能力、思考力、これらも非常に重要
なことであるということです。しかし、この調査
からいえるのは、専門知識や技能を直接職業に活
かしているのは１割くらいであって、かなり特殊
な分野においてであるということ、そして、コン
ピテンスも重要であるのですが、このとらえ方が
多様であり、重要であるとしても、それをどのよ
うに定義するかが非常に難しいということです。
もうひとつ重要なのは、学問の基礎となる知識や
考え方を、着実に身に付けさせることによって、
専門知識だけではなくて、コンピテンス、特に自
己認識、人格的な成長をどのように果たしていく

か、そこが課題になるのではないかと思います。
そういう意味で、専門的知識、コンピテンス、自
己認識、この３つをどのように総合的に作ってい
くかが問われます。そのために、自律的な学習が
非常に重要な役割を果たすのではないかと思いま
す。自律的な学習により自分である程度探求をす
る、自発的に考え学習をする癖を付ける、こういっ
たことが結果に結びつくのではないでしょうか。

それでは、自律的学習をどうやって作っていく
のか。昨今、授業の改革がかなり進んでおります
が、先ほどの学生調査でどういった授業があった
かについて、いくつか項目を立てて聞きました。
授業に出席することの管理はかなりしています
が、しかし、授業内容に興味が沸くよう工夫され
ているかについては、ある程度は進んでいるもの
の、そこまで十分に行われておりません。４割程
度はある程度はあったと回答しております。

重要なのはグループワークなど、学生が参加す
る機会がある、いわゆる参加型・双方向型の授業
の改革は非常に遅れているということです。そう
した授業があったと答えた学生は約３割に過ぎま
せん。こういった授業は必要だといわれています
が、実は十分に行われているわけではないという
ことです。「授業の方法としてわかりやすく工夫
された授業」を集計してみますと、授業は分析的、
批判的に考える力を作るのに役立ったということ
と非常に大きな関連があるということが分かりま
す。

授業の工夫というのは学習時間に大きな関係が
あります。他方で出席重視の授業というのは、自
律的学習時間とマイナスの関係が出てきてしまい
ます。これは、出席しない学生が多い大学で出席
を強制しているような方法を採っていることを反
映しているのかもしれません。少なくとも自律的
学習時間には効果はないということが分かりま
す。他方で、誘導型の授業にはある程度プラスの
効果が認められます。一番効果があるのは、参加
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型でグループワーク、授業中に意見を述べさせる、
課題へのコメントを採用している授業です。しか
も、学生のタイプ別にみると、疎外型の学生タイ
プにも参加型の授業というのは効果があります。
特に効果が高いのは課題へのコメントを採用して
いる授業で、学生に課題を出して、教員がコメン
トを付して返却する、これは、非常に効果が高く、
他の調査でも同様に効果が高いことが確認されて
おります。そういった意味で、しっかりと教員が
学生をみて、それに対して反応しているというこ
とが自律的学習を作っていくということです。

しかし普及度と効果とをあわせてみてみると、
普及しているものほど効果が薄い、効果が高いも
のはまだ普及していない、そういった傾向が見ら
れます。特に参加型授業というのは難しく、学生
側にも慣れが必要です。興味を湧かせる工夫とい
うのは、学生がどれくらい経験したかに関わらず、
学生は一般的に高く効果があると感じておりま
す。ところが、意見や考え方を求められる双方向
型の授業というのは、経験していない学生は効果
があると思っておりません。経験がよくあったと
思っている学生は非常に効果があると思っており
ます。要するに慣れが必要だということです。新
しい授業というのは慣れるということが効果を高
めるということになります。

もうひとつの問題は、教員の考え方がそういう
ものに対応しているのかどうかということです。
日本の大学の教員はあまりそういうことを重視し
ていないのではないかと思われます。教員約５千

人に対する調査ですが、日本の大学の教員が重要
であると思っているのは、一番は研究室やゼミ
ナールで小集団で接することであり、これは実際
に行っていると回答しております。一方で、授業
内容、教材を標準化してＴＡを使い密度の高い授
業を行うこと等は、重要だと思う割合も少ないし、
実際に行っている教員も少ないです。要するに学
習を設計し統制するというのは、日本の大学の教
員にはあまり浸透していないと思われます。結果
として、日本の大学の教員は、担当コマ数も多い
ですし、インフォーマルな教育課程に依拠してお
り、学生は授業には出席するけれども、自分での
勉強時間は少ないというのが実情です。

これは、学生にとってはある程度よい環境かも
しれません。ある意味では学生の自由が許されて
いるということになります。それから、比較的小
集団によるサポートがあるので退学率が低いのも
特徴です。日本の大学の退学率というのは、平均
１割にも達しておりません。アメリカの大学では
入学してから４年間で卒業する学生は半分に満た
ないでしょう。退学率も非常に高く４割くらいで
す。日本の大学は学生の脱落を食い止めていると
いう側面があります。ただし、個々の授業の中身
は薄いということは否めませんし、体系的な知識
の修得は不完全であり、結果として教育成果の実
感がない、自己認識が浅い、学生の成長も十分に
なされているとは思えないといった結果が生じて
いると思います。

これからの社会でこういった状況がよいのかど
うかということですが、これまでは職場の組織と
いうものは安定していて、大学教育というものは
これまでのやり方である程度許容されておりまし
たし、ある意味で適応していたのかもしれません。
特にゼミナールなどを中心に人間関係が重要であ
るとしていたということは、企業の組織に対応し
ていたのかもしれません。しかし、これからの社
会は流動的になってまいります。そういった社会
で生きていく人たちが、今までの大学のあり方で
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教育されてきた力で生きていくことができるか
は、かなり問題なのではないかと思います。そこ
で必要とされているのは、広い視野から客観的に
とらえる知識的基盤、新しいものを作る態度、そ
れから、自己認識の確立などです。いってみれば、
専門知識、汎用能力、自己認識の３つがあって、
これからは大学がこれらを目標として設定し、教
育を設計していく必要があるのだろうと思いま
す。そのために自律的学習はなぜ必要かというと、
総合的な能力を作るためには、自分でいろいろな
ことを考えたり、探求したりする経験が非常に重
要だからです。

この３つの関係をどのように築いていくかは必
ずしも簡単ではありません。例えば、自己認識そ
のものを知ることができないとすれば、どのよう
な形で自己認識を作っていくのか、例えば、大学
の国際化などは非常に重要であると思いますが、
１年くらいの短期留学で外国を経験するというこ
とも重要です。授業だけの問題ではありません。
しかし、授業の中で自己認識を作っていくサポー
トをすることが大変重要になってまいります。同
時にコンピテンス、言語的、数的理解力というも
のを授業の中でどのように作っていくかというこ
とも問われるところです。具体的に３つの関係の
重層的な構造を考えたうえで、授業をどのように
進めていくのかが問われるわけです。よく、自律
的な学習の重要性を話すときに、学生を勉強させ
るのはどうすればよいのか聞かれることが多いの
ですが、一般的な正解はないと思います。個々の
大学、専門分野、授業の分野において、自ら模索

することが必要なのではないでしょうか。そのた
めにも学生の行動の客観的な把握、検討は不可欠
なプロセスであると思います。それから、学生と
教員の交互作用というのもプロセスの一部として
非常に重要です。当たり前ですが、ただ、勉強さ
せればよい、勉強時間が長ければよいというわけ
ではありません。やはりそれが知識、コンピテン
ス、自己認識に結びついて能力の形成がなされて
いくということが必要です。これは、専門分野だ
けの論理ではなくて、同時に大学独自、大学固有
の信念が不可欠となります。専門知識、コンピテ
ンス、自己認識をどうやって繋いでいくのか、個々
の大学で考えていくという問題だということで
す。それが大学の個性を作ることになります。

御学のホームページで、理念である創立者の澤
柳政太郎氏の「真・善・美」という言葉を拝見し
ました。澤柳氏は大正から昭和にかけての文部官
僚で、その当時の新しい教育思想というものをか
なり受け入れております。「学修法」という著作
物があって、基本的に、初等、中等教育を念頭に
おいて記されたのだと思いますが、「被教育者は
常に受身になっていってよいか、被教育者も教師
と同様に働くことを要するのではないか、学修は
自己が未成熟であるからである、すでに成熟して
いったなら学修する必要はない、学生は成熟して
いないということを自覚し、かつ、他から認めら
れて豪も恥ずる所はない、学生の知識は未だ十分
でない、その知る所は少ない、或いはその考えは
間違っているということである、これ事実である、
学生はかく自覚するが当然である、又かく自覚し
て始めて学生の本分が尽くせる、善良なる教師は
学生をして思考せしめ、その教授した知識を消化
せしむるように指導するものである」といってい
ます。これは現代の大学教育の本質、課題にも通
じるところがあると思います。この本が書かれた
のは１９０８年ですが、これは日本では「新教育」
という運動が行われた時代です。それに大きな影
響を与えたのがジョン・デューイという教育学者
で、この人は経験主義といいますか、基本的に子
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供を教え込むというよりも、子供が自律的に何か
とぶつかって、それをきっかけにして学修させる
ことが重要であるという考え方を主張しました。
最近アメリカでも、大学教育の場で、デューイの
思想の再評価がなされています。現代の社会の中
で、学生の自律的な学習をどのように引き出すの
かが非常に重要な問題になっていることを示して
いると思います。御学でもこの重要な問題が設立
の理念の中に組み込まれているわけです。これを
どのように具体化させるのか、これを出席の方々
にもお聞きしたいと思います。
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全学的な学生授業評価アンケートを大学、大学院の全科目を対象とし、前期、後期の 2回実施いたし
ました。実施状況は、実施任意科目も含め、2,007 科目中 1,665 科目（実施率 83.0％）でした。
また、このアンケートの集計結果は、Campus Square で学内公開し、別途、科目別集計表を各科目

担当者へ、大学全体集計表、科目開設部門別集計表、授業形態別集計表を学長、学部長、研究科長、共
通教育運営委員長へ報告いたしました。
なお、アンケート集計結果の概要は大学ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。
また、この集計結果を授業改善に役立てたいと考えておりますので、今後とも本アンケートにつきま
して、ご協力いただきたくお願いいたします。

　　　　　　　　2014 年度活動報告　 委員会開催状況

　　　　　　　　2014 年度活動報告　 学生授業評価アンケート

第１回 2014.5.8 ・2014 年度成城大学FD委員会事業計画及び予算について（報告）
  ・2014 年度新任教員研修会について（報告）
  ・成城大学ＦＤ委員会活動報告 2013 年度版について
  ・2013 年度学生授業評価アンケート集計結果について
  ・2014 年度前期学生授業評価アンケートの実施について
  ・2014 年度ＦＤ講演会について
  ・評定分布の開示について
  ・今後の成城大学ＦＤ委員会について

第２回 2014.6.26 ・2014 年度 FD講演会について（報告）
  ・初年次教育学会第７回大会について
  ・学生授業評価アンケートの集計結果を利用した制度的取り組みについて

第３回 2014.11.20 ・2014 年度前期学生授業評価アンケートについて（報告）
  ・2014 年度 FD講演会について（報告）
  ・2015 年度事業計画（案）及び予算概算要求書 ( 案）について
  ・2014 年度後期学生授業評価アンケートの実施について
  ・評定分布の公開について
  ・学生授業評価アンケートの集計結果を利用した制度的取り組みについて
  ・2014 年度前期学生授業評価アンケート集計結果に対する学部長等の所見について
  ・シラバスを活用したＦＤ活動について

第４回 2015.1.30 ・2014 年度後期学生授業評価アンケートの集計結果について（報告）
  ・2015 年度成城大学FD委員会予算概算要求書（案）について（報告）
  ・評定分布の公開について
  ・2015 年度新任教員研修会内容（案）について
  ・シラバスを活用したＦＤ活動について
  ・成城大学FD委員会活動報告 2014 年度版について
  ・2015 年度 FD講演会について
  ・学生授業評価アンケートの集計結果を利用した制度的取り組みについて
  ・初年次教育学会第７回大会について（報告）
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2015 年度活動計画

成城大学FD委員会委員
（2015. 5. 1 現在）

委 員 長 油　井　雄　二 （学長）
副委員長 林　田　伸　一 （教務部長）
委　　員 庄　司　匡　宏 （経済学部）
〃 岩　田　一　正 （文芸学部）
〃 新　山　一　雄 （法学部）
〃 加　藤　敦　宣 （社会イノベーション学部）
〃 東　谷　　　護 （共通教育研究センター）
〃 中　村　睦　久 （事務局長）

2015 年 ４月 ・新任教員研修会
2015 年 ５月 ・成城大学ＦＤ委員会活動報告 2014 年度版発行
  ・2014 年度学生授業評価アンケート集計結果報告、公開
2015 年 ７月 ・前期学生授業評価アンケートの実施
2015 年 ９月 ・初年次教育学会第８回全国大会参加
2015 年 10 月 ・前期学生授業評価アンケート集計結果報告、公開
2015 年 12 月 ・後期学生授業評価アンケートの実施
2016 年 ３月 ・2016 年度事業計画、予算概算要求書確定

  ※１　時期が未定の事業
  　　　　　・成城大学ＦＤ委員会
  　　　　　・ＦＤにかかる研修会参加、他大視察
  　　　　　・ＦＤ講演会
  ※２　事情により、上記の予定が変更になる場合があります。
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社会イノベーション学部におけるFD報告
社会イノベーション学部　加藤　敦宣

社会イノベーション学部では、2015 年度に 10
周年を迎えるに当たり、教育カリキュラムの再編
をはじめとした教育改革に着手している。具体的
には、2013 年度より教育カリキュラムの再検討
に取り組み、現在は PDCAサイクルに基づき編
成された新カリキュラムが、順次施行されている
状況にある。そこで社会イノベーション学部の教
育改革の取り組みにおいて、特にFD活動と関連
する事柄（カリキュラム開発と学習支援システム
の開発）について、この場を借りて簡単に報告す
ることにしたい。
2015 年度におけるカリキュラムの大きな変更
点としては、2年次に配置している基礎ゼミナー
ルの改革が挙げられる。基礎ゼミナールはこれま
での通年制であったものから、前期と後期にそれ
ぞれ別々の教員が担当する半期制に変更される。
基礎ゼミナールは 3年次から始まる専門ゼミナー
ルへの導入教育を目的としているが、その基本目
的は継承しつつも科目としては新たに 4つに細分
化し、所属学科により 2つの基礎ゼミナールを必
ず履修するように改めている。政策イノベーショ
ン学科ならば基礎ゼミナール［政策］と基礎ゼミ
ナール［戦略］、心理社会学科ならば基礎ゼミナー
ル［心理］と基礎ゼミナール［社会］という具合
である。これらは各学科に 2つずつ設定されてい
る専門領域群に対応しており、2年次の段階で学
科の特色（カリキュラム・ポリシー）について理
解を促す狙いがある。
基礎ゼミナールの改革は、学生サービスの面か
らも教育効果の改善が期待されている。基礎ゼミ
ナールでは、所属先は希望順位をつけて申請する

が、抽選により所属が決定されるため、希望順位
が低いゼミナールに配属された学生の中には、修
学意欲を低下させてしまう者達がいた。希望の集
中するゼミナールでは仕方のないことであった
が、今回基礎ゼミナールの制度が見直されたこと
により、希望するゼミに配属される可能性が 2倍
に増えることになる。ミスマッチの可能性が半減
することで、学生達の修学意欲の更なる向上が期
待されている。
また、基礎ゼミナール改革のもう 1つの側面と
して、履修者の流動性向上が挙げられる。これま
では所属する基礎ゼミナールがいったん決定する
と、そのまま持ち上がりで 3・4 年次も同じゼミ
ナールに所属を希望する者が少なくなかった。専
門性を深める意味では大変良いことであるが、履
修者も半ば固定化してしまう傾向が見られた。ま
た、それを見越して学生達が他のゼミナールへ移
ることを控えてしまい、ゼミナール全体の流動性
をさらに低下させていることも指摘されていた。
今回の基礎ゼミナールの改革では、半期毎に必ず
入れ替えが生じるため、このような問題にも一定
の改善が図られるものと考えられている。
次に学習支援システムの開発として、履修系統
図の作成について触れたい。履修系統図は教育カ
リキュラムの体系を可視化することで、各ステー
クホルダー（学生、教職員、保証人、学外関係者
など）に、その目的と内容について共通理解を促
すツールである。直接的にはシラバスや履修の手
引との併用により、学修効果を高めることが期待
されており、将来的には授業科目のナンバリング
に繋がる作業と位置付けられている。2014 年度

各学部のFDへの取り組み
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の大学教務委員会でその方向性が具体的に打ち出
されたことを受け、社会イノベーション学部にお
いても独自の履修系統図の作成に着手していると
ころである。
履修系統図の作成においては、科目間の繋がり
をどのように明示するかが、ポイントとなる訳で
あるが、繋がりが多過ぎても少な過ぎても具合が
悪い。具体的には科目間を結びつける線が、多過
ぎると関係性が分かり難くなり、少な過ぎると期
待する学修効果は得られにくいであろう。そこで
社会イノベーション学部では、専門科目 1科目ご
とに予め履修をしておくことが望ましいとする科
目（専門基礎科目・専門科目）を 3科目までに絞
り込み、それを以て履修系統図に落とし込んでい
く計画を立てている。おそらく専門基礎科目から
専門科目へ繋がる線はやや密になるであろうが、
各学問領域が浮き彫りにされることにより、科目
間の繋がりや体系性を把握し易くなるものと思わ
れる。
このように社会イノベーション学部では現在も
教育改革に取り組んでいるところであり、その他
の成果についても引き続き次年度以降に反映され
ていく予定である。

【原稿執筆　2015 年４月】
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日本の高等教育に関わる流行り言葉として、Ｆ
Ｄが登場してから久しい。近年では、こうしたＦ
Ｄのなかから、アクティブラーニング、反転学習
というキーワードも前面に出て来た。こうした一
連のトピックに対して反発することは容易いのだ
が、翻って、「反対するほどに、貴方の専門研究
の成果はいかがなものなのでしょうか」と問われ、
書籍や論文といった研究業績を大学図書館で検索
されたとき、自分自身は質問者に納得させること
が出来るだろうか。
インターネットに繋ぐ環境さえ整っていれば、
世界のあらゆる所で、いかなる時間でもアクセス
することは可能であり、書誌データという、ある
意味、客観性を担保したものとして、簡単に情報
を手にすることが誰にでも出来る。これらの検索
においては、書籍も査読付き論文も紀要も、公的
刊行物に付される ISBN や ISSN が付されていれ
ば、刊行まもない最新号を除けば、少なくとも戦
後のものについては情報公開されているといって
かまわないだろう。（興味深いことに、成城大学
図書館のホームページでは、今春から、ホームペー
ジを開くと即座に、中央に検索画面が提示され、
学内蔵書にとどまらず、全国の大学図書館の検索
も出来るようになった。）
このような環境を鑑みるまでもなく、高等教育
機関に所属する研究者が、書籍、論文を発信する
ことは当然視されているし、これまで以上に社会
一般から教員の研究業績が厳しく問われることだ
ろう。大学における「知の創造」を書籍、論文と
いう形態によって、「知的財産」を広く公開し、
共有財産とすることは、古くから大学に課せられ
た使命である。
昨今の大学教育において、「教育の質保証」の

担保が議論されることは多いが、「教育の質保証」

のために、授業の時間数、客観的な成績評価基準
の明示、といったテクニカル的なことの平準化に
力を注いでいるきらいがあるように思われる。「教
育の質保証」を担保するならば、教育の内容に力
を注ぐことが本筋ではないだろうか。
大学における教育とは研究をベースとしたもの
である、という古くから言われてきたことに異論
を放つ者はいないだろう。こうした伝統的な考え
方と昨今の流行りも意識しながら上質な教育の質
保証を高次元で達成すべく、共通教育研究セン
ターでは、先述したアクティブラーニングや、そ
れを支援する環境作りの構想は開設準備段階から
行ってきたが、流行より半歩早かったためか理解
困難者を生み出し、実現出来なかったものもある。
このようななかで、実現出来た企画の一つに
2010 年より、ＦＤワークショップとして、「表現
教育の可能性」というテーマのもと、学外から講
師を招聘し講演をお願いしてきた。
先述したように、学問の場においては、論文と
いう形態での公開は重要である。明確な問題意識
のもと、これまでの先行研究のなかでの位置づけ、
自らの論を展開していく上での立ち位置（方法）、
論証、結論と進めていく論文という作法は、ほと
んどの学生にとって、将来的に無縁に思われてし
まいかねないが、少しばかりの工夫でビジネス文
書やプレゼンテーションにも役立つであろう。そ
うであるならば、書く、という行為について、多
角的に検討をする機会を設けることは、授業担当
者にとっても、学生にとっても、いや専門研究に
しか価値を見いだせない幻の研究者にも、有意義
なものになり得るであろう。
このような問題意識のもとで、共通教育研究セ
ンターでは、「表現教育の可能性」という統一テー
マを定め、各界で活躍される気鋭の研究者をお招

FDワークショップ「表現教育の可能性」の開催
　　　　　　－研究を教育に活かすために－

共通教育研究センター　東谷　護
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きし、講演をしていただいた後、議論を共有して
きた。なお、これまでの講演内容は、共通教育研
究センター紀要『成城大学共通教育論集』
（ISSN:1883-7085）に紙上再録されているので、
参照していただければ幸いである。

 
　

【原稿執筆　2015 年５月】

◇これまで開催した内容

1 2010 年 12 月 表現教育の可能性
石黒　圭

（一橋大学准教授）

2 2012 年 1 月
表現教育の可能性
～書籍編集現場から～

下平尾　直
（株式会社水声社
チーフディレクター）

3 2013 年 3 月
表現教育の可能性

～プレゼンテーション教育
を通じて～

師玉　真理
（神奈川工科大学准教授）

4 2014 年 1 月

問う力・書く力を鍛える
表現教育

～教養教育の本質をふまえ
た再構築の指針～

児玉　英明
（京都府立大学特任准教授）

5 2014 年 10 月

表現教育の可能性
～大学生のための文章表現
｢パーソナル・ライティン
グ ｣をめぐって～

谷　美奈
（帝塚山大学准教授）
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従前の FD委員会における本『FD委員会活動
報告』は，この 2014 年度をもって最後となる．
そして 2015 年度から，全学的な FD活動は，部
局長会議の常設部会として設置される教育イノ
ベーション委員会の下に設置される常設の委員会
であるFD小委員会における検討のもと，同じく
2015 年度新設の事務組織であり，教育イノベー
ション委員会によって運営される教育イノベー
ションセンターによる支援を得て実施されること
となった．
FD委員会は，その設置前まで各学部・研究科
等によって個別に実施されていたFD活動（これ
を“第 1ステージ”として捉えることができるで
あろう）のうち，全学的に実施すべきことについ
て検討され，それを踏まえて実施されてきた（こ
れを“第 2ステージ”として捉える）．
学生授業評価アンケートはその一つである．全
学的に揃えた質問票を用い所定期間内に実施し，
その集計結果や自由記述コメントは当該授業科目
担当教員に通知されるのはもちろんのこと，学内
における学生・教員による閲覧を可能とし，さら
に，それら集計結果等に対する授業科目所管部局
長によるコメントを公表してきている．また，各
学部・研究科等においては，学部長・研究科長等
を中心として，集計結果等も参考にしつつ，授業
の内容及び方法の改善を図るための取り組みがな
されてきている．
また，新任教員研修会も，そのような全学的取
り組みの一つとして導入された．本学で新たに授
業科目を担当する教員は，専任教員であるか非常

勤講師であるかを問わず参加を要請されている．
授業において，知識を単に教授すればよいとする
のではない．研修会では，とくに学生や教育環境
に対する本学における現在の考え方に則して，履
修や成績評価等に係る手続きはもとより，たとえ
ば，多様な学生が授業に参加していることや，授
業中に万一発生するかもしれない非常時等におい
て適切な対応を取り安全を確保してもらうことな
ども含めて，「本学の教員」として必ず承知して
おいてほしいことを伝えている．
そのほか，授業の内容及び方法の改善を図るた
めの取り組みとして，授業の方法及び内容，授業
の計画並びに成績評価基準を明示したシラバスを
活用することが，その目的を実現する上でのたい
へん重要な手段の一つであるという示唆を得た．
そこで，他学における経験も踏まえつつ，授業担
当教員によって準備されたシラバス案について，
まずは授業科目所管部局長等により，ついで全学
的にFD委員会により，組織的な点検等を通じた
上で確定するというしくみを構築し運用してきて
いる．これにより．新年度に受講するであろう学
生が見ても，さらには学外から見ても，適切な授
業科目であることが確保されるように図られてき
ている．
このような全学的取り組みは，本学が自力で成
し得てきているわけではない．先導的取り組みを
なされ，教育改善にたいへん造詣の深い方々をご
講演者として招聘し，FD委員会が主催して，ま
た内容によっては関係する他の学内機関との合同
により開催して，FD講演会を実施してきた．そ

2014 年度の FD活動

本学におけるFD活動の第 3ステージに向けて
　　　　　　―副委員長としての所見と所感―

成城大学FD委員会副委員長　伊地知　寛博
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して，教職員全体，とりわけ，まずはFD活動に
ついて組織的な取り組みをする上で中核となる教
職員が，教育や研究指導の質をさらに高める，い
わば広義のFD活動についての知識や経験を吸収
し咀嚼してきた．講演内容のほとんどは本『FD
委員会活動報告』にも収載され，FD活動等の検
討に際しても活用してきている．学内における真
摯な検討は当然のこと，このような学外有識者等
によるご協力をいただけたからこそ，本学におけ
る現在のFD活動が，表層的ではなく実質的なも
のとして共有され実施されてきているものと考え
ている．
これらのほか，大学設置基準第 25 条の 2 第 2
項及び大学院設置基準第 14 条の 2 第 2 項により
求められる，客観性とともに厳格性を確保した成
績評価の実施（学修の成果に係る評価及び卒業の
認定等の基準を学生に対してあらかじめ明示する
とともに，当該基準にしたがって適切に行うこと）
の確実な実現に向けても，FD委員会では，成績
評価を含めた広義での授業改善に資するために，
成績評定分布に関する情報の組織的取り扱いにつ
いて議論を行ってきている．この要件を満たす上
では，実施されている成績評価について，当該基
準に照らして，授業科目担当教員のみならず大学
として，十分に合理的に説明可能なものでなけれ
ばならないはずである．とりわけ，学生にとって
履修する授業に選択権がなく，同一授業科目が学
生によって異なる教員により担当されている場合
にはなおさらである．厳格性を確保した成績評価
の実施は，GPA制度が本格的に導入されたこと
に伴い，いっそうその重要性を増している．この
ことについては，『成城大学 FD委員会活動報告 
2011 年度版』の本欄において当時の見解を述べ
ているが，FD委員会ではその後も本件について
は継続して審議が続けられてきており，FD委員
会内での議論において一定の方向性が示されてい
るところである．本件については教育イノベー
ション委員会にも継承され，早期に実行に移され
ることが期待される．
ところで，FD委員会が設置された頃は，まだ

全国的に，FD活動の個別の内容に着目したある
いは教員の資質開発に特化した取り組みが，行わ
れていたように思われる．ただ，これらの取り組
みの一部について，FD活動自体が自己目的化し
ているのではないかと見えるものもあったと個人
的には考えている．
今般，全学的なFD活動に関する検討や実施は，
上述のように，教育イノベーション委員会の下に
設置されるFD小委員会によって主導されること
となった．教育イノベーション委員会及び教育イ
ノベーションセンターは，広く教育改善に資する
取り組みを全学的に推進するために設置された機
関・事務組織であり，その中には，FD講演会で
の以前のご講演も契機として，2014 年度より本
格的に導入された，大学という機関全体に係る
データや情報の分析に基づく調査・研究といった
IR活動もその任務の一つに含まれている．
教育機関としての大学は，言うまでもなく，教
員，学生，職員によって構成されている．また，
学生を受け入れ送り出す広義での社会との関係も
不可欠である．教育改善は教員だけに閉じて成立
するものではなく，これら多様な関与者との関係
の中で為されていくべきものであろう．そのよう
な観点からも，本学における「授業（及び研究指
導）の内容及び方法の改善を図る組織的な研修及
び研究」の実施というFD活動を，単体として孤
立させるのではなく，教育改善を図るための一連
の取り組みや“ツール”の中の一部として位置づ
け，教育に関連するさまざまな局面との有機的な
連携が図り，多様なデータや情報とも関連づけ，
多元的視点から捉えるようにして，一段，教育改
善の次元を上げることにより，質のより高い教育
の提供に資することとなるよう期待される．

【原稿執筆　2015 年５月】
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